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	安芸高田市地域包括支援センター　通信　令和８年４月
	　包括だより　　　　　
	第３２号
	「認知症の人と家族の会　広島県支部　出前定例講演会」
	～広島市北部医療センター　山下拓史医師～ 「知っておきたい認知症の治療とケア」
	～家族の会の方～「つどいがあってよかった！！」
	～三次市認知症の人と家族の会の方～ 「本人や家族の「つどい」開催紹介」




	皆様の声
	　今回の講演会・相談会は、家族の会の皆様を中心に初めて開催され、多くの方にご参加いただきました。また、アンケートでは「認知症の本人や家族が集い、気軽に話ができる場があったらよい」と回答された方が多数おられ、交流や相談ができる場への関心の高さもうかがえました。今後は、主体となる家族の会の活動を大切にしながら、地域包括支援センターとして後方支援を行い、様々な関係機関とも連携しながら、認知症の方やご家族が安心して交流や相談ができる場づくりの協議を進めていきたいと考えています。
	　 　認知症に関する心配ごとやお困りごとがありましたら、一人で抱え込まず、どうぞお気軽に地域包括支援センターへご相談ください。
	今後について
	安芸高田市社会福祉協議会 安芸高田市地域包括支援センター
	電話・お太助フォン ☎（0826）47-1132




